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ろ
う
か
、
叉
金
代
に
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
何
に
か
資
料

が

な

い

だ

ろ

う

か

。
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第
二
次
大
験
中
、
私
達
は
交
戦
商
を
除
い
て
は
外
園
と
の
誼
接
交
渉
を
断
ち

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
心
な
ら
や
J

も
海
外
で
護
表
さ
れ
た
諸
研
究
を
参
看

す
る
機
曾
を
得
な
か
っ
た
。
然
し
終
験
後
十
年
の
今
日
で
は
略
E
験
前
の
様
に

之
等
の
諸
研
究
を
目
隠
す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
ヲ
た
の
は
何
と
し
て
も
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。
験
前
か
ら
蒙
古
史
に
つ
い
て
多
少
闘
心
を
持
っ
て
い
た
私

は
、
最
近
は
か
ら
ナ
も
ζ

の
方
面
の
擢
威
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
エ

1
ル
大
皐

教
授
ジ
ョ
ー
ジ
（
ゲ
オ
ル
ギ
イ
）
グ
品
ル
ナ
ド
ス
キ
イ
の
三
部
作
ロ
シ
ア
史
の
中
、

叶
目
指
冨
O
口
問
。
】
曲
同
ロ
仏
河
口
E
F
J『
即
日
開

C
E
4
R曲
目
守
司
5
8・
忌
日
ωσ
可

。mD吋
問
叩
〈
m
Hロ
包
曲
目
門
司
を
入
手
し
た
の
で
葱
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
明
か
批

評
を
加
え
た
い
と
思
う
。

グ
ェ
氏
に
は
別
に
一
九
二
九
年
に
刊
行
さ
れ
、
一
九
五
一
年
ま
で
に
十
七
版

を
重
ね
三
度
増
訂
さ
れ
た
矢
張
り
同
大
墜
出
版
の
〉
呂
田
H
o
q
o同河口曲曲目曲

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
近
二
加
本
と
し
て
邦
謹
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
ず
ェ
氏
の
三
部
作
ロ

γ
ア
史
の
方
は
名
稽
は
同
じ
で
あ
る
が
、
前
者
よ

り
品
開
程
詳
密
で
、

hv
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目
ロ
仏
河
口
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町
田

と
な
っ

τい
る
。
第
一
部
古
代
ロ
シ
ア
で
は
ロ
シ
ア
史
の
原
始
時
代
か
ら
九
世

紀
の
北
欧
人
の
侵
入
京
で
が
扱
わ
れ
る
が
、
著
者
は
こ
の
古
代
の
背
景
を
考
古

車
者
或
は
古
代
史
家
と
し
て
で
な
く
、
ロ
シ
ア
史
家
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
聞

ち
ロ
シ
ア
史
の
有
機
的
一
部
分
と
し
て
で
あ
る
。
弐
の
第
二
部
キ
エ
フ
・
ロ
シ

ア
で
は
北
歌
人
の
渡
来
か
ら
蒙
古
人
の
侵
入
迄
の
時
代
が
扱
わ
れ
る
。
此
時
代

は
古
代
キ
エ
フ
以
前
ロ
シ
ア
よ
り
も
可
成
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
重

要
な
読
擦
で
あ
る
嘗
時
書
か
れ
た
文
書
が
あ
る
が
、
と
れ
は
同
時
代
の
西
欧
の

研
究
に
役
立
つ
文
書
に
較
べ
れ
ば
僅
か
で
あ
る
。

第
一
部
古
代
ロ
シ
ア
、
第
二
部
キ
エ
フ
・
ロ
シ
ア
は
子
許
に
な
い
の
で
直
ち

に
第
三
部
蒙
古
人
と
ロ
シ
ア
に
移
ろ
う
。

第
三
部
の
内
容
は
五
章
に
分
れ
、
第
一
章
蒙
古
人
の
征
服
、
第
二
章
蒙
古
帝

圏
、
第
三
章
金
帳
汗
圏
、
第
四
章
金
帳
汗
園
の
崩
壊
と
ロ
シ
ア
の
復
活
、
第
五

章
ロ
シ
ア
に
針
す
る
蒙
古
人
の
影
響
で
あ
る
。
そ
し
て
附
録
と
し
て
略
競
表
、

史
料
表
、
書
籍
解
題
、
家
系
表
ハ
チ
シ
ギ
ス
汗
家
、
ペ
ル
シ
ア
の
イ
ル
汗
家
な

ど
）
が
加
え
ら
れ
、
更
に
事
項
、
人
名
索
引
、
引
用
著
者
索
引
と
五
葉
の
地
圃

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
述
作
の
趣
旨
は
序
文
に
著
者
が
云
っ
て
い
る
様
に
、
蒙
古
時
代
の
ロ
シ

ア
史
で
は
な
く
同
時
代
の
ロ
シ
ア
と
蒙
古
人
と
の
相
闘
関
係
を
明
か
に
す
る
の

で
あ
っ
て
、
叉
そ
の
馳
か
ら
蒙
古
人
治
下
の
ロ
シ
ア
の
祉
曾
、
経
済
、
文
化
生

活
な
と
の
商
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
ロ
シ
ア
史
の
幕
門
家
で
は
な
い
の
で
、
と
ζ

で
は
チ
シ
ギ
ス
汗
時
代
を

中
心
と
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
グ
ェ
氏
の
見
解
に
二
、
三
の
論
評
を
加
え
度

い
と
思
う
。

先
ナ
第
一
章
第
一
節
の
蒙
古
人
伸
展
の
世
界
的
様
相
の
中
で
、
グ
ェ
氏
は
十

三
世
紀
初
頭
に
蒙
古
人
の
中
に
突
知
と
し
て
攻
勢
的
エ
ネ
ル
ギ
イ
が
爆
裂
し
た

の
は
、
依
然
と
し
て
心
理
的
謎
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

ζ

れ
は
唐
代
に
漢

人
文
化
が
頂
鮪
に
達
し
欄
熟
知
慶
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
漢
人
に
抑
え
ら
れ
て
い

た
中
園
周
漣
の
弱
小
民
族
が
そ
の
勢
力
を
撞
頭
し
て
、
先
歩
綜
輯
は
溺
海
を
興
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し
、
契
丹
は
惜
砲
を
建
T
、
女
賃
は
金
を
起
し
た
が
、
と
れ
と
同
じ
く
蒙
古
は
元

帝
闘
を
併
し
、
そ
の
位
置
ム
欧
洲
方
面
ま
で
護
展
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

次
に
同
じ
く
第
一
章
第
四
節
テ
ム
チ
ン
の
興
起
で
は
、
千
ン
ギ
ス
汗
の
先
砲

で
十
二
代
の
ド
プ
ン
・
メ
ル
ゲ
シ
の
妻
ア
ラ
ン
・
プ
ア
（
ア
ラ
シ
族
の
美
女
の

意
）
が
夫
の
ド
プ
シ
・
メ
ル
ゲ
ン
の
死
後
、
夫
な
し
で
プ
グ
カ
タ
ギ
、
プ
カ
ト

サ
ル
ヂ
、
ボ
ド
シ
チ
ャ
ル
の
三
子
を
生
ん
だ
の
は
、
魔
女
マ
リ
ア
停
設
の
移
入

で
あ
る
と
す
る
の
は
嘗
時
蒙
古
部
の
南
方
に
あ
っ
た
ケ
レ
イ
ト
部
が
ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
波
の
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
、
そ
の
酋
長
ワ
シ
汗
を
プ
レ
ス
タ
1
・
ジ
ョ
シ

と
す
る
設
が
行
わ
れ
た
位
で
あ
る
か
ら
安
蛍
の
様
に
解
せ
ら
れ
る
。

さ
て
同
じ
章
節
で
テ
ム
チ
シ
は
貴
族
階
級
の
代
表
で
あ
り
、
彼
の
好
敵
手
ジ

ャ
ム
ガ
は
庶
民
階
綾
の
そ
れ
で
あ
る
と
云
う
切

R
5
0】
仏
の
訟
は
、
ヨ
白
血
同

日
目
立
田
口
〈
に
よ
ヮ

τ最
初
支
持
さ
れ
後
反
劃
さ
れ
た
が
、
グ
ェ
氏
も
同
じ
く
反

釘
し
て
い
る
。
そ
し
て
共
に
貴
族
階
級
と
す
る
o
私
は
然
し
テ
ム
チ

γ
、
ジ
ャ

ム
ガ
を
貴
族
階
級
と
す
る
設
に
は
反
針
で
、
首
時
の
蒙
古
祉
舎
に
は
わ
が
上
代

の
様
に
氏
族
制
度
は
行
わ
れ
た
が
、
階
級
制
度
が
存
在
し
た
と
は
考
え
な
い
c

こ
れ
は
後
に
フ
ピ
ラ
イ
時
代
に
蒙
古
・
色
目
・
漢
人
と
一
云
う
様
に
、
蒙
古
人
全

体
が
一
階
級
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
が
之
を
誇
明
す
る
様
で
あ
る
。

第
一
章
第
五
節
は
蒙
古
帝
園
の
建
設
で
あ
る
が
．
此
項
で
は
チ
ン
ギ
ス
汗
の

稽
披
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
先
A
y
e
ヘ
リ
オ
の
読
と
し
て
の
宮
山
口
恒
国
は
ト
ル
コ
語

品開ロ関山
N

（
近
代
ト
ル
コ
誇
な
巳
N
）
即
ち
海
を
奉
げ
る
。
弐
は
エ
リ
ヒ
・
へ
－
一

シ
ュ
の
一
一
説
で
チ

γ
ギ
ス
は
シ
ナ
語
貨
と
す
る
。
次
は
ラ
シ
ド
・
エ
ッ
ヂ

γ
の
設

で
蹴
大
な
る
、
或
は
偉
大
な
る
の
謂
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
カ
ラ
・
ダ
ワ
ン

の
設
で
チ
シ
ギ
ス
は
西
部
蒙
古
語
で
（
即
ち
オ
イ
ラ
ト
或
は
カ
ル
ム
4

グ
盟
問
）
強

大
な
或
は
強
位
な
謂
で
あ
る
と
一
式
う
が
、
グ
A

氏
は
自
設
は
出
し
て
い
な
い
。

マ
ル
コ
・
ポ
1
ロ
第
二
巻
第
九
章
に
よ
る
と
、
フ
ピ
ラ
イ
に
は
四
人
の
皇
后

に
二
十
二
人
の
男
子
が
あ
り
、
長
男
は
チ

γ
キ
シ
と
云
う
が
、
こ
れ
は
チ
ゾ
ギ

ス
汗
の
名
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
と
云
う
。
マ
ル
コ
・
ポ
1
ロ
の
所
俸
に
誤

が
無
い
と
す
れ
ば
、
チ
ン
キ
シ
は
賃
金
と
元
史
に
見
え
て
い
る
か
ら
、
ヘ
ニ
シ

ユ
の
設
が
安
嘗
の
様
に
思
わ
れ
る
。
但
し
賃
金
が
或
る
蒙
古
語
の
篤
丑
日
に
す
ぎ

な
い
と
す
れ
ば
、
結
論
は
別
で
あ
る
。

さ
て
ユ
1
ル
・
コ
ル
ヂ
ェ
注
マ
ル
コ
・
ポ
1
ロ
に
よ
る
と
、
ハ
シ
マ
1
・
フ

ル
グ
シ
ュ
F
1
ル
を
引
い
て
千
ン
キ
ン
に
は
し
『
ロ
ユ
日
と
一
式
う
兄
が
あ
る
と
云
う
。

今
元
史
宗
室
世
系
表
に
よ
る
と
、
世
相
皇
帝
十
子
長
菜
市
只
王
次
二
皇
太
子
賃

金
即
俗
宗
也
・
：
と
あ
っ
て
采
而
只
は

E
之
町
と
恩
わ
れ
る
か
ら
マ
ル
コ
・
ポ
1

＼
 

ロ
の
チ

γ
キ
シ
を
長
男
と
す
る
訟
は
誤
と
知
ら
れ
る
。

倫
マ
ル
コ
・
ポ
1
ロ
に
は
、
フ
ピ
ラ
イ
に
は
四
人
の
皇
后
が
あ
る
と
云
う
が
、

元
史
后
妃
表
に
よ
る
と
、
世
租
に
は
四
つ
の
斡
耳
染
が
あ
る
と
一
式
う
の
と
一
致
一

テ
グ
ル
ン
？
・

す
る
。
但
し
一
冗
史
に
よ
る
と
、
皇
后
の
賓
敷
は
七
人
で
、
大
斡
耳
染
は
帖
古
倫
乃

ヤ

ビ

ナ

ン

ピ

大
皇
后
、
第
二
斡
耳
采
は
察
必
皇
后
、
南
必
皇
后
、
叉
第
三
斡
耳
采
は
塔
刺
紅
一

皇
后
、

r
F
h
皇
后
、
そ
し
て
第
四
斡
耳
采
は

f
z
r
E皇
后
及
び
官
f
耐
皇
后

で
あ
る
（
因
み
に
冗
集
部
夫
人
で
あ
る
こ
と
は
云
う
、
迄
も
な
い
）
。

失
に
正
二
日
比
に
特
異
な
論
説
と
し
て
、
第
二
章
第
五
節
の
蒙
古
人
の
皇
帝
思

想
の
項
が
奉
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
・
：
皇
帝
思
想
は
賓
際
封
建
化
さ
れ
た
氏
族
社

舎
の
幼
稚
な
知
性
を
匪
倒
し
て
蒙
古
人
の
征
服
を
推
進
す
る
精
一
脚
に
於
て
異
色

あ
る
特
性
で
あ
っ
た
。
蒙
古
の
皇
帝
謹
は
、
彼
等
の
臨
引
い
を
世
界
的
卒
和
と
園

際
聞
の
安
定
を
得
る
た
め
に

4

公
告
さ
れ
た
目
的
を
も
っ
て
遂
行
し
た
：
・
と
グ
ェ

氏
は
説
明
し
、
進
ん
で
グ
ユ
グ
及
び
マ
シ
グ
の
書
簡
並
に
マ
ン
グ
の
勅
令
の
一
一
一

種
の
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
皇
帝
擦
の
蒙
古
人
の
概
念
に
於
け
る
一
一
一
つ
の
基
木

的
要
素
を
弐
の
表
に
よ
司
て
示
し
て
い
る
。
即
ち

一
、
紳
（
天
｜
｜
永
遠
の
蒼
空
）



二
、
チ
ン
ギ
ス
汗
（
天
か
ら
興
え
ら
れ
た
）

一
一
一
、
現
在
統
治
す
る
皐
帝

で
あ
る
。
即
ち
こ
の
三
要
素
が
合
成
さ
れ
た
も
の
が
、
蒙
古
人
の
皇
帝
擢
の
概

ア
オ
γ
ラ

念
で
あ
る
と
云
う
。
蒙
古
人
が
わ
れ
／
＼
が
眼
に
見
る
蒼
空
そ
の
も
の
を
崇
拝

し
た
こ
と
は
、
元
朝
秘
史
に
も
そ
の
例
が
見
え
て
い
る
。
叉
マ
ル
コ
・
ポ
1
ロ

の
第
一
巻
五
十
三
章
に
よ
る
と
、
タ
タ
1
ル
人
は
天
の
紳
に
心
身
の
健
康
を
新
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に
子
供
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家
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の
保
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。

そ
し
て
一
元
代
蒙
古
人
の
奔
天
思
想
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
し
T
で
な
く
中
園

の
祭
天
思
想
と
結
び
付
け
て
考
え
れ
ば
、
更
に
興
趣
が
深
い
様
に
思
わ
れ
る
。
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